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だいがくのたから

竹
内
謙
二
文
庫

　

わ
が
国
に
お
け
る
経
済
学
の
黎
明
期
を
担
っ
た
一
人
で
あ
る
竹
内
謙
二
博
士
（
１
８
９
５
―
１
９
７
８

年
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
洋
書
の
一
部
を
、「
竹
内
謙
二
文
庫
」
と
し
て
本
学
図
書
館
が
保
存
し
て
い
る
。

　
「
竹
内
謙
二
文
庫
」
の
特
徴
は
、
第
一
に
Ａ･

ス
ミ
ス
、
Ｄ･

リ
カ
ー
ド
ゥ
、
Ｔ･

Ｒ･

マ
ル
サ
ス
、

Ｊ･

Ｓ･

ミ
ル
な
ど
、
英
国
に
お
け
る
経
済
学
の
古
典
期
を
代
表
す
る
主
要
な
学
者
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

要
文
献
の
初
版
お
よ
び
各
版
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
Ａ･

ス
ミ
ス
に
関
す
る
文
献

の
中
で
、
ス
ミ
ス
が
ヘ
イ
ル
ズ
卿
に
宛
て
た
１
７
６
９
年
３
月
５
日
付
書
簡
は
特
筆
に
値
す
る
貴
重
な
も

の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
『
国
富
論
』
刊
行
（
１
７
７
６
年
）
に
先
立
ち
、
当
時
没
頭
し
て
い
た
経
済
学
の

研
究
に
か
か
わ
る
諸
点
に
つ
い
て
歴
史
学
研
究
の
先
駆
を
な
し
た
ヘ
イ
ル
ズ
卿
と
文
通
を
し
て
い
た
。
ス

ミ
ス
と
ヘ
イ
ル
ズ
卿
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
５
通
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
１
通
を
「
竹
内
謙
二

文
庫
」
が
所
蔵
し
て
い
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
「
啓
蒙
の
世
紀
」
の
白
眉
た
る
デ
ィ
ド
ロ
＝
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
編

集
に
よ
る
『
百
科
全
書
』
初
版
（
１
７
５
１
―
１
７
８
０
年
、
35
巻
）
を
所
収
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
『
百
科
全
書
』
は
、
デ
ィ
ド
ロ
が
当
局
の
弾
圧
に
抗
し
な
が
ら
啓
蒙
的
理
性
の
可
能
性
に
賭
け
た
新

し
い
知
の
企
て
で
あ
り
、
若
き
ル
ソ
ー
、
チ
ュ
ル
ゴ
、
フ
ォ
ル
ボ
ネ
、
ケ
ネ
ー
な
ど
も
執
筆
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

　

社
会
科
学
系
学
部
を
中
心
と
し
て
出
発
し
た
本
学
は
、
５
学
部
５
学
科
１
大
学
院
研
究
科
を
擁
す
る
総

合
大
学
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、「
竹
内
謙
二
文
庫
」
の
存
在
は
過
去
の
貴
重
な
知
的
財
産
を
受

け
継
ぎ
、
さ
ら
に
学
問
的
発
展
を
追
求
す
る
本
学
の
姿
勢
を
確
認
す
る
上
で
も
、
教
職
員
や
学
生
に
と
っ

て
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
ス
ミ
ス
自
筆
の
書
簡
と
デ
ィ
ド
ロ
＝
ダ
ラ
ン

ベ
ー
ル
『
百
科
全
書
』
初
版
は
、
本
学
図
書
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
貴
重
書
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

●
阪
南
大
学
貴
重
書
ア
ー
カ
イ
ブ

http://w
w
w
2
.hannan-u.ac.jp/lib/archive/index.htm

l

阪南大学
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０
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史
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史
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史
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０
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　Learning+（ラーニングプラス）は、キャリア形
成支援として大学における学びを“知識”のままで
終わらせず、社会で役立つ“力”にするために行う
PBL（課題解決型学習）プログラムです。５回目と
なる2016年度は500名以上の参加があり、「class ①：
昇龍道プロジェクト支援企画　学生による中部観光
提案コンテスト」「class ②：学生による名古屋市政
策提案コンテスト」「class ③：JAL ＆ HIS ×愛知大
学　海外ツアー商品企画 ・ 開発プロジェクト」「class
④：ブラザー販売㈱×愛知大学　マーケティング ・
販売促進オペレーション」「class ⑤：ささしまラ 
イブ24地区×愛知大学　ささしまライブ24地区の魅
力を社会に発信せよ！」の５クラスで実施。学生た
ちは半年間かけて、テーマ研究や企画立案方法の講
義受講、現地の調査 ・ 見学活動を行い、最終的に知
識 ・ 情報を集約して企画 ・ 立案とプレゼンテーショ
ンを行いました。

〈表紙写真〉

産官学連携の課題解決型学習
Learning+（ラーニングプラス）に
取り組む学生（愛知大学）











　

愛
知
大
学
は
、
戦
前
、
中
国
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同

文
書
院
等
の
教
職
員
を
中
心
に
、「
知
を
愛
す
る
者
が
集

う
大
学
」
と
し
て
１
９
４
６
年
11
月
に
創
立
さ
れ
た
。

「
世
界
文
化
と
平
和
へ
の
貢
献
」「
国
際
的
教
養
と
視
野

を
も
っ
た
人
材
の
育
成
」「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
が
建

学
の
精
神
で
あ
る
。
こ
の
精
神
を
時
代
の
要
請
に
適
応

し
つ
つ
、
広
い
教
養
と
自
立
的
な
思
考
力
を
備
え
た
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
お
よ
び
地
域
貢
献
を
教
育
の
柱

と
し
て
推
進
し
た
い
。

「
知
を
愛
す
る
者
が
集
う 

大
学
」
と
し
て

川
井 

伸
一
●
愛
知
大
学
理
事
長・

学
長
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は
じ
め
に

　

文
部
科
学
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
度
の
日
本

の
大
学
数
は
７
７
９
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
私
立
大
学
は
６
０

４
校
で
あ
り
、
全
体
の
ほ
ぼ
８
割
を
占
め
る
。

　

国
立
大
学
は
最
近
、「
世
界
水
準
」「
特
色
あ
る
教
育
研
究
」

「
地
域
貢
献
」
の
三
つ
の
枠
組
で
類
型
化
さ
れ
た
が
、
わ
が
大

学
が
こ
の
ど
れ
に
当
て
は
ま
る
か
と
思
う
と
、
は
て
？
、
と

考
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
私
立
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
建
学
の
精
神
や
理
念
を
も
ち
、
そ
の

形
態
も
多
様
で
あ
る
。
６
０
４
の
私
立
大
学
の
中
で
、
本
学

は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。

　

文
系
か
理
系
か
総
合
大
学
か
と
い
う
区
分
で
は
、
文
系
の

み
の
３
学
部
か
ら
な
る
大
学
で
あ
る
。
規
模
で
は
、
文
部
科

学
省
の
直
近
の
区
分
を
用
い
る
と
「
小
規
模
大
学
」
と
な
る
。

都
市
か
地
方
か
と
い
え
ば
、
東
京
都
練
馬
区
に
あ
る
が
、
ビ

ル
型
大
学
で
は
な
く
、
構
内
に
は
往
年
の
水
路
を
活
用
し
た

小
川
が
流
れ
、
区
の
記
念
樹
木
が
あ
る
、
都
心
に
し
て
は
緑

豊
か
な
大
学
で
あ
る
。
鉄
筋
３
階
建
の
最
も
古
い
校
舎
は
、

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
竣
工
し
、
関
東
大
震
災
を
生
き

延
び
た
区
内
で
最
も
古
い
鉄
筋
建
築
で
、
昭
和
初
期
竣
工
の

大
講
堂
と
共
に
、
区
の
登
録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

研
究
教
育
の
面
で
い
わ
ゆ
る
「
世
界
水
準
」
を
目
指
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
芸
術
や
語
学
や
医
療
な
ど
と
い
っ

た
「
特
色
あ
る
教
育
研
究
」
に
特
化
し
た
大
学
で
も
な
い
。

で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
「
地
域
貢
献
」
型
の
大
学
か
と
い

わ
れ
る
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
実
学
志
向
か
研
究
志
向
か
と

問
わ
れ
る
と
い
ず
れ
で
も
な
く
、
建
学
以
来
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
に
基
づ
く
人
格
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　

大
都
市
圏
に
あ
っ
て
、
文
系
の
複
数
学
部
か
ら
な
り
、
収

山
㟢 

哲
哉
●
武
蔵
大
学
学
長

少
人
数
ゼ
ミ
教
育
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
の
育
成

102017.3　大学時報



容
定
員
４
０
０
０
名
未
満
で
、
緑
に
囲
ま
れ
た
男
女
共
学
の

大
学
を
、
本
学
以
外
に
私
は
知
ら
な
い
。
開
学
以
来
「
ゼ
ミ

の
武
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
近
年
は
小
規
模
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
へ
の
展
開
に
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
た
本
学
の
特
徴

に
つ
い
て
、
建
学
の
三
理
想
か
ら
現
在
の
第
三
次
中
期
計
画

策
定
ま
で
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
随
想
し
て
み
た
い
。

１　
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
と
建
学
の
三
理
想

　

武
蔵
大
学
の
母
体
は
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
開
学

し
た
、
日
本
で
最
初
の
七
年
制
高
等
学
校
、
旧
制
武
蔵
高
等

学
校
で
あ
る
。
こ
の
高
校
を
語
る
に
は
、
創
立
者
の
根
津
嘉

一
郎
（
１
８
６
０
～
１
９
４
０
）
に
つ
い
て
触
れ
ざ
る
を
得

な
い
。
根
津
は
山
梨
県
の
豪
商
に
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
経
営
し
、
特
に
東
武
鉄
道
や
南
海
鉄
道
の
礎
を
築
い
て
、

い
わ
ゆ
る
甲
州
財
閥
を
形
成
し
た
人
物
で
あ
る
。
根
津
が
教

育
を
通
じ
て
国
家
に
貢
献
す
る
志
を
抱
い
た
端
緒
は
、
１
９

０
９
（
明
治
42
）
年
に
渋
沢
栄
一
率
い
る
渡
米
実
業
団
に
参

加
し
、
約
３
カ
月
を
か
け
て
ア
メ
リ
カ
を
視
察
し
た
経
験
に

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
視
察
で
、
根
津
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

を
は
じ
め
多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
と
親
交
を
深
め
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
大
学
や
美
術
館
な
ど
を
設
立

し
て
社
会
貢
献
や
利
益
還
元
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ

れ
に
深
く
感
銘
を
受
け
、
帰
国
後
、
教
育・

文
化
事
業
に
情

熱
を
傾
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
に
第
二
次
高
等
学
校
令
が
公
布

さ
れ
る
と
、
根
津
は
識
者
を
集
め
て
会
議
を
重
ね
、
１
９
２

１
（
大
正
10
）
年
に
財
団
法
人
根
津
育
英
会
を
設
立
し
、
武

蔵
高
等
学
校
の
認
可
を
受
け
る
。
初
代
校
長
で
あ
っ
た
一
木

喜
徳
郎
が
最
初
の
入
学
式
に
際
し
て
訓
示
し
た
内
容
を
原
型

と
し
て
、
昭
和
初
期
に
次
の
「
建
学
の
三
理
想
」
が
定
め
ら

れ
、
武
蔵
学
園
の
「
三
理
想
」
と
し
て
今
日
ま
で
継
承
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
東
西
文
化
融
合
の
わ
が
民
族

理
想
を
遂
行
し
得
べ
き
人
物
」「
世
界
に
雄
飛
す
る
に
た
え
る 

人
物
」「
自
ら
調
べ
自
ら
考
え
る
力
あ
る
人
物
」
で
あ
る
。
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
帝
国
主
義
の
時
代
に
あ
っ
て
、
い
か
に

し
て
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
か
、
と
い
っ
た
時
代
精
神

を
体
現
す
る
三
理
想
で
あ
る
。
い
ま
改
め
て
振
り
返
る
と
、

既
に
90
年
以
上
前
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
や
「
ア

ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
重
要
性
を
理
想
と
し
て
掲
げ

て
い
た
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
帝
大
教
授
で
あ
り
、
文
部
大

臣
や
内
務
大
臣
を
歴
任
し
た
一
木
の
慧
眼
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
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２　
「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」の
誕
生

　

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
は
武

蔵
高
等
学
校
中
学
校
と
武
蔵
大
学
に
再
編
さ
れ
る
。
大
学
の

設
立
に
関
し
て
は
、
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
当
初
は
、
七
年

制
高
校
と
い
う
出
自
の
似
た
東
京
の
４
校
、
す
な
わ
ち
、
学

習
院・

成
蹊・
成
城
と
武
蔵
で
、
各
校
が
カ
レ
ッ
ジ
と
な
る

連
合
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
（
学
習
院

は
正
確
に
は
八
年
制
の
宮
内
庁
所
轄
の
学
校
）。
結
局
、
申
請

ま
で
に
は
構
想
が
ま
と
ま
ら
ず
、
個
別
の
大
学
と
し
て
歩
み

出
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
関
係
は
、「
東
京
四
大
学
」
と
い

う
形
で
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
か
ら
「
四
大
学
運
動
競

技
大
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

同
様
の
出
自
を
も
つ
関
西
の
甲
南
大
学
を
含
め
る
と
、
五
つ

の
学
園
が
、
旧
制
時
代
の
少
人
数
教
育
で
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
」
を
志
向
す
る
大
学
と
し
て
、
多
く
の
私
立
大
学
の
中
で

独
自
の
地
位
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

さ
て
、
新
制
大
学
と
し
て
再
出
発
し
た
武
蔵
大
学
は
、
経

済
学
部
経
済
学
科
の
み
の
単
科
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
る
。

初
年
度
（
１
９
４
９
）
の
入
学
定
員
は
約
１
０
０
名
で
、
第

１
期
の
正
規
の
卒
業
生
は
68
名
に
過
ぎ
な
い
。
最
初
の
10
年

間
の
卒
業
生
は
合
わ
せ
て
も
１
０
０
０
人
台
で
あ
る
。
１
９

５
９
（
昭
和
34
）
年
に
経
営
学
科
を
増
設
、
さ
ら
に
そ
の
10

年
後
の
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
人
文
学
部
（
欧
米
文
化

学
科・

日
本
文
化
学
科・

社
会
学
科
）
を
開
設
し
て
、
よ
う

や
く
複
数
学
部
を
持
つ
大
学
と
な
り
、
学
生
数
も
３
０
０
０

名
規
模
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
０
年
代
の
初
頭
に
金

融
学
科
を
増
設
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
は
人
文
学
部

社
会
学
科
か
ら
社
会
学
部
が
独
立
し
て
、
現
在
の
３
学
部
体

制
が
確
立
す
る
。
２
０
０
４
年
に
は
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
を

開
設
し
、
現
在
、
３
学
部
８
学
科
、
在
籍
学
生
数
４
０
０
０

人
台
半
ば
の
、
今
な
お
小
規
模
の
大
学
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
る
。

　

新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
当
初
か
ら
、
初
代
の
学
長
と

学
部
長
に
は
、
他
大
学
に
は
な
い
「
少
数
精
鋭
主
義
」
教
育

を
標
榜
す
る
大
学
を
つ
く
り
上
げ
る
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
。

学
長
は
哲
学
者
の
宮
本
和
吉
、
経
済
学
部
長
は
鈴
木
武
雄
。

２
人
は
、
旧
制
京
城
帝
国
大
学
の
教
授
で
あ
る
。
宮
本
は
、

最
初
の
入
学
式
で
「
視
野
の
広
い
、
世
界
人
と
し
て
の
日
本

人
、
自
ら
調
べ
自
ら
考
え
、
批
判
的
精
神
を
失
わ
な
い
日
本

人
を
つ
く
り
上
げ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
鈴
木

学
部
長
が
「
少
数
精
鋭
主
義
」
を
基
本
と
す
る
教
育
方
針
を
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前
面
に
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
１
年
次
か
ら
４

年
次
ま
で
必
修
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
で
あ
り
、「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」

の
誕
生
で
あ
る
。
鈴
木
は
回
想
録
の
中
で
、
武
蔵
大
学
が
国

立
、
私
立
の
数
あ
る
大
学
の
な
か
で
独
自
性
を
示
す
た
め
に

は
「
少
数
の
精
鋭
な
学
生
を
手
づ
く
り
で
教
育
す
る
」
と
い

う
看
板
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は

武
蔵
を
「
日
本
の
ロ
ン
ド
ン・

ス
ク
ー
ル・

オ
ブ・

エ
コ
ノ
ミ

ク
ス
」
に
し
た
い
と
い
う
鈴
木
の
夢
と
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

今
で
こ
そ
多
く
の
大
学
で
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
開
学
か
ら
一
貫
し
て
少
人
数
ゼ
ミ
教
育
を
実

践
し
て
き
た
こ
と
は
本
学
の
最
大
の
誇
り
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
具
体
的
内
容
や
成
果
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
の
『
大

学
時
報
（
３
６
７
号
）』
で
、
前
学
長
の
清
水
敦
が
紹
介
し
て

い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３　
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索

　

旧
制
高
校
の
三
理
想
は
、
絶
え
ず
振
り
返
る
べ
き
建
学
の

理
想
と
し
て
入
学
式
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
21
世
紀

に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
の
理
念
を
再
設
定
す
べ
き
と
い
う
議
論

が
高
ま
り
、
２
０
０
６
年
に
、
大
学
の
基
本
的
な
理
念
を
次

の
よ
う
に
再
構
築
し
た
。

　
「
武
蔵
大
学
は
、
21
世
紀
の
新
た
な
時
代
と
社
会
に
お
い
て

大
学
に
求
め
ら
れ
る
知
の
創
造
、
継
承
と
実
践
に
そ
の
教
育

研
究
活
動
を
通
じ
て
貢
献
す
る
こ
と
（「
知
と
実
践
の
融
合
」）

を
基
本
的
な
理
念
と
し
、
知
的
実
践
の
基
盤
と
な
る
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
を
重
視
し
た
教
育
に
重
点
を
置
く
大
学
と
し
て
そ

の
社
会
的
使
命
を
持
続
的
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
」。

　

こ
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
に
、
建
学
の
三
理
想
を
尊
重

し
つ
つ
、
大
学
の
新
し
い
教
育
の
基
本
目
標
を
策
定
し
た
。

す
な
わ
ち
「
一
．
自
ら
調
べ
自
ら
考
え
る
（
自
立
）」「
二
．

心
を
開
い
て
対
話
す
る
（
対
話
）」「
三
．
世
界
に
思
い
を
め

ぐ
ら
し
身
近
な
場
所
で
実
践
す
る
（
実
践
）」
で
あ
る
。
建
学

の
理
想
に
あ
っ
た
「
自
調
自
考
」
を
筆
頭
に
位
置
付
け
、「
ゼ

ミ
の
武
蔵
」
の
原
点
と
し
た
。
次
い
で
、
20
世
紀
末
か
ら
若

年
層
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
低
下
が
顕
在
化

し
た
背
景
も
あ
り
、
ゼ
ミ
の
核
心
で
も
あ
る
「
対
話
」
を
二

つ
目
の
基
本
目
標
に
定
め
た
。
最
後
に
、「
三
理
想
」
に
あ
っ

た
「
東
西
文
化
融
合
」
と
「
世
界
雄
飛
」
の
含
意
を
、「T

hink 
Globally, A

ct Locally

」
と
い
う
世
界
的
な
環
境
保
護
運
動

の
標
語
に
込
め
、「
実
践
」
と
し
た
。
以
来
、
建
学
の
三
理
想

を
原
点
と
し
た
「
自
立
」「
対
話
」「
実
践
」、
そ
し
て
そ
れ
ら

を
包
括
す
る
「
知
と
実
践
の
融
合
」
が
教
育
の
基
本
目
標
、
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基
本
理
念
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
新
し
い
理
念
の
も
と
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅

な
改
革
が
行
わ
れ
、
大
学
共
通
の
「
総
合
科
目
（
旧
教
養
科

目
）」
に
も
ゼ
ミ
的
な
少
人
数
授
業
が
配
置
さ
れ
、「
学
部
横

断
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
い
っ
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
新
し
い
ゼ
ミ
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
こ
う
し
た
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
た
授
業
改
革
は
、

本
学
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
に
も

学
部
共
通
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゼ
ミ
テ
キ
ス
ト
の
作
成
や
１
年

次
か
ら
使
用
す
る
キ
ャ
リ
ア
指
導
用
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発

行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。

４　
「
ゼ
ミ
の
武
蔵
」の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

　

２
０
１
０
年
代
に
入
る
と
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
化
の
進
行
は
一
層
急
速
に
な
っ
た
。
三
つ
の
教
育

目
標
の
う
ち
、「
自
立
」
と
「
対
話
」
に
つ
い
て
は
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
十
分
に
達
成
で
き
る
手
応
え
が
あ
っ
た

が
、「
実
践
」、
と
り
わ
け
「
世
界
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
」
と

い
う
箇
所
に
つ
い
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
る
だ
け
で
よ
い

の
か
」、「
建
学
の
三
理
想
に
あ
っ
た
〈
世
界
雄
飛
〉
を
、
い

ま
一
度
思
い
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
議
論
が

内
外
か
ら
わ
き
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
武
蔵
学
園
全
体

で
、
２
０
１
４
年
春
の
理
事
会
に
お
い
て
、
創
立
１
０
０
周

年
に
向
け
た
経
営
戦
略
と
し
て
「
ま
な
ざ
し
を
世
界
に
向
け
、

21
世
紀
の
課
題
を
担
う
国
際
人
を
育
て
る
学
校
を
目
標
と
す

る
」
と
い
う
「
理
事
長
ド
ク
ト
リ
ン
」
が
採
択
さ
れ
、
同
年

秋
の
理
事
会
で
は
「〈
世
界
に
開
か
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の

学
園
〉
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
題
し
た
学
園
長
プ
ラ
ン

が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
第
三
次
中
期
計
画
（
２

０
１
６
～
２
０
２
１
年
度
）
に
お
い
て
、
２
０
２
２
年
の
学

園
１
０
０
周
年
に
向
け
て
大
学
の
目
指
す
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン

を
「
異
文
化
を
理
解
し
未
来
を
創
造
す
る
教
養
あ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
市
民
の
育
成
～
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
原
点
に
立
ち

返
り
、
建
学
の
三
理
想
の
継
承
と
未
来
へ
の
変
革
を
目
指 

す
～
」
と
し
た
。

　

こ
の
中
期
計
画
に
よ
っ
て
、
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
各
学
部

の
特
徴
を
生
か
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
新
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
中
期
計
画
が

始
ま
る
前
年
の
２
０
１
５
年
に
、
経
済
学
部
に
お
い
て
「
ロ

ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵
大
学
と
の
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
ン
ド
ン
大

学
の
認
定
を
受
け
た
本
学
教
員
が
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
「
基

礎
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
授
業
を
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武
蔵
大
学
で
英
語
で
行
い
、
約
４
年
間
で
両
大
学
の
学
位
を

取
得
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
大
学
で
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
る
。
通
常
の
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
と
の
大
き

な
違
い
は
、
留
学
す
る
こ
と
な
く
、
武
蔵
で
学
び
な
が
ら
ロ

ン
ド
ン
大
学
の
経
済
経
営
学
士
が
取
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ロ
ン
ド
ン・

ス
ク
ー
ル・

オ
ブ・

エ
コ

ノ
ミ
ク
ス
が
提
供
し
て
お
り
、
大
学
設
立
時
の
初
代
学
部
長

の
夢
が
、
形
を
変
え
て
成
就
し
つ
つ
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で

き
る
。

　

人
文
学
部
と
社
会
学
部
で
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
コ
ー
ス
」
と
「
グ

ロ
ー
バ
ル・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
」
を
開
設
す
る
。

前
者
は
、
語
学
力
を
徹
底
的
に
鍛
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

世
界
と
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
外
国
語
で
表
現

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
「
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
１
年
次
か
ら
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
教
員
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
英
語
で
現
代
的・
歴

史
的
な
問
題
を
考
え
、
研
究
成
果
を
発
信
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
。
英
語
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

攻
言
語
と
英
語
を
習
得
し
て
「
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
」
と
な
る
こ

と
を
目
指
す
。

　

社
会
学
部
の
新
コ
ー
ス
は
、
ネ
ッ
ト
空
間
に
蓄
積
さ
れ
た

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
英
語
で
社
会
学
的
に
分
析
で
き
る
能
力
を

育
成
す
る
。
３
学
部
と
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
に
所
属

す
る
学
生
は
、
１
年
次
の
第
１
ク
ォ
ー
タ
ー
で
英
語
に
よ
る

思
考
法
を
学
び
、
第
２
ク
ォ
ー
タ
ー
で
６
～
８
週
間
、
海
外

で
英
語
の
特
訓
を
行
っ
て
後
期
か
ら
の
授
業
に
備
え
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
に
属
さ
な

い
学
生
に
対
し
て
も
、
テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
米

国
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

以
前
か
ら
の
協
定
留
学
の
強
化
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ら
の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
着
実
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
今
の
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
米
国
で
は
破
天
荒
な
大
統
領
が
誕
生
し
、
政
治

や
経
済
の
先
行
き
は
不
透
明
感
が
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
不
確
実
で
見
通
し
の
き
か
な
い
時
代
に
あ
っ
て
こ

そ
、
各
大
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
教
育
を
推
進
す
べ
き
だ
と
思
う
。
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